
（別紙３）

～ 令和8年　2月　5日

（対象者数） 96名 （回答者数） 36名

～ 令和8年　2月　5日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

継続する

2

継続する

3

継続して情報共有と個々にあった支援方法

を考案していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年に1度の就学へ向けての内容になってい

為、別の内容でも保護者同士の会が出来る

様に考案していく

2

避難訓練を開催された際、HUGノートにて

保護者の方に周知を行っていく

3

社会性や食育向上へ向けてこども食堂への

参加を行っている

生活空間が清潔で、心地よく過ごせる環境 日々の掃除、危険箇所などの確認等を行っ

ている

事業所の職員から共感的な支援や子育てに

関する助言の支援を定期的に行う事が出来

ている

定期的に面談や家庭訪問などの家族支援を

行っている

利用者様のニーズに沿った療育を行う事が

出来ている

毎日の朝礼や終礼で情報共有を行い全員で

周知あり

地域交流を行っていく 色んな情報を取り入れていく

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場を増やしていく 保護者会のスケジュール立てが出来ていな

い

非常時などの活動を周知していく 予約表での避難訓練等はお伝えしているも

のの、非常時の活動に参加される保護者の

皆様だけ活動を行っているだけの認知と

なっている

令和8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　ここぷらす田迎

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


